




平成 5 年 園芸農家と酪農家が共同でアスパラガスを導入

平成12年 部会員12名で「JAなすのアスパラ部会」を発足

平成22年 JAなすの商標

「那須の高原アスパラなすぱらちゃん」登録

令和 5 年 販売額10億円達成
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無加温作型が主体、春芽の最盛期は４月



組織体系図 ハウス建設支援風景



選別・調整
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選別・調整作業は全体の４６％
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栽培管理の徹底

品質向上

収量向上

労働時間の
短縮



●化学肥料の低減
良質堆肥、有機質肥料の活用

●化学農薬の低減
ほ場周辺の環境整備、天敵農薬の活用

環境に配慮した生産活動の実践



●販売市況、気象災害、栽培技術
などの迅速な情報共有

部会全員にタブレット配布
（2022年）

ICTを活用した生産活動



●自動かん水装置等の導入による省力化

●環境制御機器を活用した多収穫栽培

●収穫ロボットを導入した新たな栽培体系

スマート農業技術の導入





選別施設紹介動画（6分）
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